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第
町
回
ｊ
Ａ
中
標
津
青
年
部
通
常
総
会

－－￣、

ｊ
Ａ
中
標
津
青
年
部
の
第
ワ
回
通
常
総
会
が
、

大
会
議
室
で
開
か
れ
平
成
ロ
年
度
事
業
の
ス
タ
ー

た
。

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
鷲
見

健
部
長
は
、
「
同
の
酪
農
畜
産

業
に
関
す
る
政
策
や
日
本
の
農

業
に
対
す
る
国
外
か
ら
の
圧
力

に
よ
り
、
我
々
の
綴
と
す
る
農

業
が
よ
り
い
っ
そ
う
厳
し
い
局

面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、

Ｊ
Ａ
青
年
部
の
役
割
、
組
織
に

脇
す
る
一
人
一
人
の
役
割
を
再

と
り
の
役
割
醤
蒋
識
議
し
て

新人握拶する佐藤克幸・萱岡和裁さん

３６多たにな人な認
人健議・集けひ局識
、氏事うれと面し
姿をで力ばりにて
任議はのなの対、
状長、協ら力処さ
Iこに俵調なをでま
よ、,橘をい商きざ
ろ本文訴一めるま
出入部えとてよな
席Ｉｌｉのま組いう閥
８席本し識か一難

業
報
告
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
事
業

や
他
団
体
と
の
交
流
、
各
種
Ｐ

Ｒ
瀬
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
執

行
部
と
各
委
員
長
よ
り
伝
え
、

収
支
報
告
で
は
多
く
の
盟
友
を

咀
月
開
催
の
道
青
協
全
道
大
会
、

２
，
開
講
の
青
年
大
学
、
地
区

忠
｡一

ｉｉｉｉｉ 

幻
日
、
当
農
協

卜
を
切
り
ま
し

議長を務めた本多氏

「
年しめ決４４人
度平たらに人の
の成・れての合
掌１６ま進議計

青
協
道
外
幹
部
研
修
な
ど
の
組

織
強
化
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

へ
派
造
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
そ
の
他
の
交
流
的
事
業

に
つ
い
て
は
負
担
金
を
徴
収
し

な
が
ら
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
の
実

績
と
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
新
役
員
と
し
て
俵
橋
・

俣
落
２
地
区
の
選
出
理
事
が
変

わ
り
、
赤
波
江
カ
氏
か
ら
山
本

大
氏
へ
新
井
勝
美
氏
か
ら
菅
原

望
と
し
て
、
迎
動
会

的
な
青
年
部
嚇
業
を
行
な
っ
て

ほ
し
い
と
要
望
さ
れ
、
委
員
会

で
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

地
域
と
の
連
携
の
中
で
は
、

単
年
度
交
代
と
な
る
じ
ゃ
が
い

も
伯
爵
祭
り
＆
ふ
れ
あ
い
広
場

「
来費のあいさつをする地区青協役員北村箙氏

健
一
氏
へ
そ
れ
ぞ
れ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま

し
た
。

平
成
灯
年
度
の
砺

業
計
画
で
は
、
青
年

部
Ｈ
Ｐ
に
関
し
て
の

強
化
・
拡
允
を
目
的

に
、
ｌ
Ｔ
部
会
と
し

ま人明てな動し強Ｐ
平し旦確いＰのて化Ｒ
成た配なｉＲ紐育委委

昭。鱒区腱介作風風
繩隣|繍議
蕊いと、つ的活携織

て
、
娠
剴
勢
以
笹
刎
型
必
し
、

の
主
体
黙
務
厨
と
な
る
こ
と
か

ら
、
事
業
の
企
画
・
述
営
に
案

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
ｎ
月
の
地
区
青

協
大
会
で
事
例
発
表
を
行
な
う

こ
と
も
決
定
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
２
年
続
け
て
行
な
い

評
価
の
術
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

表
大
会
の
刀
向
性
を
検
討
し
つ

つ
、
「
出
る
な
ら
、
全
国
大
会

制
禰
を
、
指
し
て
」
と
い
う
目

的
を
持
っ
て
調
整
を
図
り
、
実

り
あ
る
青
年
部
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

多
く
の
出
席
が
あ
り
ま
し
だ

ＬＡノＷ１ＫＡＳＨｌＢＥＴＦＵつ



酷
大
型
化
が
進
む
中
国
の
酪
農

農セ
■▼■ 

妄

ミナ
■二

が開かれました
■●●■●■■■⑪●■■■■■ ● 

■ の■凸■■■

＝ え
ら
れ
、

規
模
拡

う
雌
岼
し

ミ
ナ
ー
」
が

中
標
津
町
経
済
セ
ン
タ
ー
な
か

ま
つ
ぷ
で
４
月
４
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。

平
成
旧
年
計
画
の
講
演
・
勉

強
会
事
業
と
し
て
位
慨
づ
け
、

青
年
部
以
外
か
ら
も
多
く
の
来

場
を
期
待
し
て
、
な
か
ま
つ
ぷ

で
行
な
い
ま
し
た
。

今
河
の
講
師
は
、
黒
松
内
町

出
身
、
米
国
在
住
の
農
業
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
山
本
英
明
氏
。
行

年
部
藤
田
剛
部
長
と
５
年
来
の

付
き
合
い
が
あ
る
家
箭
栄
養
学

の
博
士
で
あ
り
、
農
業
貿
易
に

も
精
辺
し
て
い
る
こ
と
か
ら
講

演
を
依
頼
し
た
も
の
で
快
く
講

演
を
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
規
模

砿
人
手
法
と
そ
の
戦
略
」
と
い

ツー雨1

311攪堂（fｉ

い
趣
で
案
内
し
た
た
め
、

人
を
推
進
す
る
方
と
提

、
参
加
に
対
し
て
た
め

リ
カ
の
現
状
と

ｊ
Ａ
中
標

津
青
年
部
主

催
、
中
標
津

町
農
協
酪
農

対
策
協
議
会

の
後
援
を
受

け
、
「
酪
農
セ

ら
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か

と
思
い
反
省
し
て
お
り
ま
す
が
、

大
型
化
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト

も
友
人
た
ち
の
話
を
交
え
て
淵

地
ア
メ
リ
カ
の
現
状
や
、
近
代

化
と
企
業
レ
ベ
ル
で
の
大
型
化

が
進
む
中
国
に
お
け
る
酪
農
の

話
題
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

家
畜
糞
尿
処
理
に
お
け
る
「
フ

ラ
ッ
シ
ュ
』
と
い
う
手
法
も
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

難
し
い
疑
問
や
貿
易
の
話
題

な
ど
で
今
後
も
青
年
部
と
し
て

藤
田
剛
部
長
を
通
じ
て
お
話
を

伺
い
た
い
万
の
一
人
と
し
て
、
短

時
間
で
し
た
が
有
意
義
な
識
演

と
な
り
ま
し
た
。

ｒ可

_￣＝エ

辰臼■■望■■■＆■ ■ ■△■ ■ ■■■■■■ 心 ■ 己ロＵ■■ Ｐ 

二

」

」
』
サ
イ
レ
ー
ジ
の
調
製
に
つ
い
て

当
農
協
管
内
で
は
、
牧
軟
収

穫
調
製
に
関
し
て
、
利
川
組
合

に
よ
る
共
同
・
大
型
機
械
化
、
外

部
委
託
化
が
進
み
、
腿
業
菅
円

ら
の
手
に
よ
る
作
業
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
サ

イ
レ
ー
ジ
調
製
作
業
に
お
け
る

受
託
業
侍
の
役
割
の
砿
妥
牝
を

知
っ
て
も
ら
い
、
隆
莱
省
の
求
め

る
作
業
を
す
る
に
あ
た
っ
て
の

心
樅
え
を
確
認
す
る
た
め
に
、

利
用
組
合
樅
成
旦
の
ほ
か
受
託

業
者
か
ら
も
参
加
を
募
り
ま
し

た
。講
泣
に
は
印
余
人
が
参
加
し
、

「
よ
い
牧
草
サ
イ
レ
ー
ジ
を
つ

く
る
た
め
に
」
必
要
な
サ
イ
レ

ー
ジ
に
つ
い
て
の
知
識
を
非
常

に
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

牧
草
収
穫
調
製
は
年
に
一
度

の
重
要
な
仕
蛎
で
あ
り
、
多
く

て
も
人
生
で
蛆
回
ほ
ど
し
か
自

分
で
作
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

せ
ん
。
粗
飼
料
の
出
来
不
出
来

は
飼
料
コ
ス
ト
を
噌
大
さ
せ
る

わ
か
り
や
す
い
説
明

’
１
Ｊ
丘

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
主
宰
農
業

酪
農
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。
讃

ｊ
Ａ
中
標
津
機
械
利
用
組
合
と
ｊ
Ａ

大
き
な
要
素
を
は
ら
み
ま
す
。

逆
に
研
究
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
と
効
率
的
な
生
瀧
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

共
同
・
コ
ン
ト
ラ
に
お
け
る

注
意
点
と
し
て
、
収
穫
時
期
に

よ
っ
て
粗
飼
料
の
品
匿
が
大
き

く
異
な
り
経
済
的
な
影
稗
も
犬

■■■ 

中
標
津
酪
農
対
策
協
議
会
の
主
催
で
、
４
月
ね
日
に

師
に
あ
た
っ
た
の
は
、
メ
イ
プ
ル
ズ
ク
レ
ス
ト
．

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
武
中
慎
治
氏
。

を
受
け
ま
し
た

き
い
た
め
、
全
体
の
こ
と
を
考

え
た
刈
り
取
り
開
始
時
期
と
刈

り
取
り
順
番
の
整
理
が
必
要
と

な
る
。
草
極
、
川
場
の
生
育
ス
テ

ー
ジ
格
差
、
酪
農
家
の
産
乳
レ
ベ

ル
、
育
成
に
給
与
す
る
の
か
乾

乳
に
与
え
る
の
か
と
い
っ
た
川

途
ｕ
的
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
考

慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

究
極
的
に
は
收
地
を
共
有
し
全

貝
が
均
一
な
帆
飼
料
を
利
川
で

き
る
よ
う
な
方
法
も
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

砿
食
を
挟
ん
で
の
内
容
で
は

サ
イ
レ
ー
ジ
の
作
り
刀
を
説
明
。

詰
め
込
む
前
の
準
備
や
何
の
た

め
に
鎮
圧
（
踏
圧
）
す
る
の
か
。

搬
入
作
業
と
鎮
庄
作
業
の
時
間

的
バ
ラ
ン
ス
。
旧
セ
ン
チ
厚
に
薄

く
延
ば
し
て
、
卯
度
の
傾
斜
で

踏
ん
で
い
き
、
踏
み
込
み
終
了

後
は
す
ば
や
く
密
閉
す
る
こ
と

な
ど
が
説
明
さ
れ
、
識
演
終
了

後
に
受
託
業
背
と
打
ち
合
わ
せ

す
る
参
川
考
の
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

ｓＪＦｌＡＷＣｌＳＨＺＢＥ７ｍノ



写z戸一
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とTOB

jil:ｉｆ魁 綴鋼礒
書
を
告
げ
る
Ｂ
ｌ
Ｗ
シ
ョ
ウ

第
“
回
中
標
津
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ

【輔
中
標
津
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
は
中

標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
（
横
田

千
秋
会
長
）
が
主
催
し
、
根
室

管
内
の
春
を
告
げ
る
Ｂ
＆
Ｗ
シ

ョ
ウ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

雷と

Drd －戸ご＝窪

蝋 ▼､F 

iiliiMi 
一鑑
』

趨

鱸
’Aｌｌ 

君４

鷲蕊』

４
月
、
ｕ
に
降
っ
た
雪
の
影
響

を
考
慮
し
、
２
日
開
催
ｕ
を
延

期
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
、
４
年
に
一

度
開
か
れ
る
全
国
総
合
共
進
会

篭驫謬，篭驫霧

MJJ 
日又

8F￣ 

第44回目を迎えた中標津ブラックアンドホワイトシヨウが２５日､ホク
レン根室地区家畜市場で開かれ､４７頭の乳牛が出品されました。

しのてな雪氏別まのに開
人た数、りの。農審し程努催

:導臓tlii鮮鱗
別い頭た、、酷にオフ参も
蕊勢力糯蝦は；螺
Ｂ２灘織才<潟；鰯
：なうと,,M候,,,、と気良
すりり比催と派計な込慨
。まＩべと残志根りみ及

第44回ブラックアンドホワイトシヨウ入賞牛･出品者一覧

各部１位

，誠|都,MH鑛覺，誉号 出品者

IWIiI11D1f狐１１０２フラーリツシュローマンバンビ

未
経
産
の
部

202アースイーストエアロフラワーヒーロＩ佐々木11ＭＩ

Ｑ
】
ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
△
｛
ら

久保剛３］Ｏエクセルシアヒーローイブ

久保Ｍ１409エクセルシアＩＴエミリー

505アースイーストテンプレストテラソンラインフクゴ|上々木llrl雄

各部ペストアダー

ｼﾞｽ|都耐鶏｝喜部’億号
〃F、 一

刀
経
産
の
部

か
ノ

出品者出品鶴各 号出品者

６６０，ケイツーリンデイＤイグナイター｜笠ﾌﾞﾄﾞｰ路'６０３１ｾﾝｸｰﾘﾊﾞｰﾐｼｴﾙｸｰｸｼﾞｴｰ１１リlｌｊｌ７

竹村聡ｌ７０９１ＷＶブリンセスシングー竹村聡709Ｗ・Ｖプリンセスシンダー

７
８
９
 

RO4ハツピーウードドリーミーウエイド｜橘|鴫ヌド顕'８０２１エラコムスターﾊﾞﾘｱﾝﾄ’11本大

ﾁｴﾘｰﾋﾙﾚｽﾎﾟﾌﾞﾛｸﾞﾚｽ チエリーヒルレスポプログレス 桜井幸一 桜井幸一９０］ 9０１ 

ジュニアチャンピオン

505アースイーストテンプレストテラソンラインフタゴ佐々木ｌｌｌ１雄
ジュニアチヤンピオンプレミア

ブリーダー・エキジビター

柵１１１ｍ信il［
ジュニアリザーブチャンピオン

１０２フラーリッシュローマンバンピ hlil1lGズド顕

シニアチャンピオン

709Ｗ・Ｖプリンセスシンダー
粥斤人賞

竹村聡
'１１F匡大

シニアリザーブチャンピオン

９０１チェリーヒノレレスポプログレス

闘雌蚊JiLji
桜井幸一

山本人

ベストアダーチャンピオン

８０２エラコムスクーバリアント

斉藤希

'11本火

〃MWMplSHZBE7FU4

ｸﾗﾌﾞ 部
各部１位

出鑓号 各号 出品者

未経産の部
２ 

３ 

４ 

５ 

)２ 

)２ 

1０ 

0９ 

5０５ 

フラーリツシュローマンバンビ

アースイーストエアロフラワーヒーロ

エクセルシアヒーローイブ

エクセルシアＩＴエミリー
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７ 

８ 
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３
乾
乳
牛
は
泌
乳
牛
と
分
け

て
飼
う

絃
乳
牛
と
搾
乳
牛
を
一
緒
に

２
乾
乳
牛
は
、
群
分
け
す
る

乾
乳
期
間
の
前
期
と
後
期
で

は
、
飼
養
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
が
異

な
る
こ
と
か
ら
群
分
け
を
し
ま
す
。

｛
表
１
｝
前
期
と
後
期
に
分
け
ら

れ
た
２
つ
の
群
に
合
わ
せ
た
管

理
を
し
や
す
い
施
設
の
準
備
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
乾
乳
牛
を
飼
う
環
境
を
整

え
る

乾
乳
牛
の
飼
養
符
理
が
不
適

切
に
な
る
と
、
次
の
泌
乳
期
の
大

き
な
経
済
的
損
失
に
結
び
つ
き

ま
す
。
乾
乳
期
の
持
つ
恵
味
を
良

く
理
解
し
て
、
必
婆
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
人

切
で
す
。 ／ ~､ 

曾
乾乳牛の
飼養環境を
考える

４
乾
乳
牛
の
環
境
と
施
設

蛇
乳
牛
の
飼
養
環
境
に
は
、
群

分
け
さ
れ
た
群
に
必
要
な
管
理

を
実
現
す
る
機
能
が
必
要
で
す
。

（
１
）
繋
ぎ
牛
舎
内
に
同
居
（
図
上

第
１
段
階
は
「
乾
乳
牛
を
集
め

て
並
び
替
え
て
繋
ぐ
」
こ
と
。
さ

ら
に
第
２
段
階
と
し
て
ス
タ
ン

チ
ョ
ン
繋
留
の
場
合
、
体
の
大
き

さ
や
乾
物
摂
取
岐
の
低
下
を
考

慮
し
て
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ス
ト
ー
ル

へ
改
造
す
る
な
ど
の
対
応
を
し

飼
う
こ
と
は
、
①
搾
乳
庁
に
よ
る

搾
乳
刺
激
を
受
け
る
②
泌
乳
牛

川
浪
膿
飼
料
等
の
盗
食
に
よ
る

栄
礎
障
需
が
発
化
し
や
す
い
③

繋
留
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
大
き

い
な
ど
の
問
題
を
生
じ
ま
す
。
乾

乳
牛
は
、
泌
乳
牛
と
分
け
て
飼

う
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

（
表
旦

(北根室地区農瓢良普及セン
、＿ ﾀｰ） 

′７２－２１６４ 
Ｚ可

、
ｐ」

２回に渡り乾乳期における

飼養について掲載します

ま
す
。

（
２
）
搾
乳
牛
と
違
う
施
設
で
別

居

①
既
存
施
設
の
利
用

乾
乳
牛
を
古
い
搾
乳
牛
舎
や

乾
草
舎
等
に
別
飼
い
す
る
こ
と
で
、

搾
乳
牛
舎
を
フ
ル
に
使
え
ま
す
。

空
い
て
い
る
施
設
が
あ
る
場
合

は
有
効
利
用
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

②
パ
ド
ッ
ク
の
利
用

充
分
な
水
、
飼
槽
の
設
佃
と

ぬ
か
る
み
を
取
り
除
き
乾
燥
し

た
状
態
を
保
つ
管
理
が
必
要
で

す
。

③
乾
乳
合
の
利
川

乾
乳
牛
舎
に
は
、
牛
の
競
合
を

減
ら
し
、
屹
物
摂
取
雌
を
向
ｋ

さ
せ
る
施
設
構
造
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

ア
．
水
槽
と
飼
梢

掃
除
し
や
す
く
充
分
な
広
さ

を
持
つ
水
棚
と
採
食
を
制
限
し

な
い
樅
造
と
充
分
な
店
さ
を
持

つ
飼
槽
を
終
術
す
る
。

ィ
．
牛
床
の
人
き
ざ

ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
た
め
、
広

さ
は
充
分
と
り
、
ゆ
っ
た
り
纏
れ

る
サ
イ
ズ
に
す
る
。
敷
き
料
を
頻

繁
に
交
換
し
、
牛
を
消
潔
に
保
つ

こ
と

ウ
．
換
気

乾
乳
期
は
奥
気
や
環
境
変
化

で
乾
物
摂
取
杜
の
低
下
し
や
す

い
時
期
な
の
で
換
気
を
充
分
と

り
ま
す
。

拭回図１乾乳牛の環境改善表１乾乳期の意義

…|震
に割

､ＯＬ三上

環L|樟'|篭'Ｉ種し|葎し
搾乳牛と
乾乳牛が
バラバラ

に繋がれ
ていろ

乾乳期間|意義｜飼養管理 ヨ的 処
珊
挙乳腺脳のluilH前 乾乳開始から 休息IMI M1飼料

''2体のlＭｌＩ

篭'|篭'|麓'|樟'|篭’分娩3週間前 葱味 111心節
胎児の発育に饗する獲分のNi縮
乳腺脳の再生

後 分娩3週lｌＩｌｉｉ 次期泌

乳の準
備

やや荷い 第１１２１の絨毛の１回|似 改善
ステップ
① 

乾乳牛を
処理室か
ら離れた
場所に集
めて繋ぐ

雫'|篭'Ｉ 搾乳牛搾乳牛
から分娩まで 栄進潤哩

処
理
室

分娩後の産乳のための体ﾉ｣をつけ愚期

寵し際し’
低カルシウムIⅢ症対節

搾乳牛

表２乾乳牛の管理方法と課題

~五一泌乳牛 乾乳牛泌乳牛 搾乳音 スト
盗食 栄養管曜 改善

ステップ
② 

ストール
の改稗

鞄乳牛の並び替えと
コンフオートストール
への改造

飼養形態 環境飼養方式との分離 刺澗 ﾚス

つなぐバラバラにつなぐなし
膿めてつなぐなし

ありありｌ難しい人
つなぎ

ありあり|比較的容筋ＩＩ
牛舎 あ|，

lMLmiiい鎌
なしなし比'醐熔易ノト 改善

ステップ
③ 

既存ﾉﾄ曾
の利、

パドック
の利用

乾乳弁の
利１１１

別飼い ０１． あ|, Ｏ「

乾乳合ありなしなし容易ノト

PS内群分けする あり｜なしなし容易小フリー

ストール 別飼い乾乳舎 あり｜なしなし容易小

Ｓ狐MgMEASﾉｿﾞｲBE7mノ

2乳期間 意義 飼養管理 目的

前期
乾乳開始から

分娩3週間前

||(息的

葱味

Ｍ飼料

'''心

乳腺１１世のluI仮

'１林の休息

胎児の発育に饗する獲分のilli緒

後期
分娩3週Ｉ１ｌｉｉ

から分娩まで

次期泌

乳の準

Mｉ 

やや高い

栄愛濃UＩ

乳腺肥の再/1１

第１１２１の絨毛の１回|役

分娩後の産乳のための体ﾉﾉをつける

低カルシウムIm症対策

搾乳

牛

戦扉｜
■■ 

牛

'iiZ 乳

ｌ'二

搾乳
｣'二

搾乳
１ェ

乾乳
牛

搾矛乳
牛

|w覇WFiY[|篭ﾛ

処
理
室

乾乳
'１ミ

乾乳
上

秘乳
牛

乾乳
/'二

搾乳牛

搾乳牛
処理室

泌乳牛

飼養形態

乾乳牛泌乳牛

環境飼養方式との分副

|窄乳音

刺激
盗食 栄養管理

スト

レス

つなぎ

牛舎

つなぐ＿壷バラにつなぐなし
集めてつなぐなし

放し飼い
パドック

乾乳合

あり

あり

なし

なし

あり

あり

なし

なし

難しい

比較１１熔易

比獅）容易

容易 入山小小
フリー

ストール

PS内群分けする あり

別飼い瞳乳舎あり

なし

なし

なし

なし

容易

容易 /I 
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４
月
即
日
、
ｊ
Ａ
中
標
津
農
業
農
村
交
流
施
設
・
ク
レ
ェ
研
修
室
に
て
、
ｊ
Ａ
津

標
津
食
品
加
工
交
流
部
会
の
第
４
回
通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
本
富
子
部
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

普
及
セ
ン
タ
ー
・
丙
川
専
門
普
及
典
よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
昭
年
度

鞭
業
と
し
て
、
各
グ
ル
ー
プ
活
動
や
全
体

で
の
料
理
講
習
会
、
梢
批
者
と
の
交
流
・

施
設
の
石
効
利
用
を
目
的
と
し
て
「
ク
レ

エ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
Ⅳ
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、

よ
り
生
産
者
と
し
て
の
誇
り
と
意
欲
を

持
ち
、
安
全
・
安
心
を
基
礎
に
活
動
し
、
食

に
対
し
各
部
輿
が
率
先
し
て
学
ぶ
こ
と
で
、

地
域
全
体
に
安
心
し
て
提
供
で
き
る
地

域
食
材
と
し
て
の
付
加
価
値
向
上
に
取

り
組
む
ほ
か
、
活
動
拠
点
で
も
あ
る
ク
レ

エ
の
有
効
利
川
を
ｕ
指
し
、
更
な
る
組
織

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。役
員
改
選
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
各

部
貝
が
活
動
参
加
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
Ⅱ
的
に
、
役
輿
全
貝
が
入
れ
替
わ
り
、

新
役
且
体
制
の
活
躍
を
期
待
し
総
会
が

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
新
体
制
で
の
グ
ル
ー

プ
濡
動
に
関
す
る
全
体
討
議
が
行
わ
れ

ＪA中標津、
食品加工交流
部会通常総会

生
産
者
の
誇
り
と
意
欲
を
持
ち

食
の
安
全
・
安
心
を
基
礎
に
活
動

ま
し
た
。
部
会
貝
思
い
思
い
の
意
見
が
出

さ
れ
、
活
気
あ
る
部
会
活
動
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

［
新
役
員
体
制
］
部
会
踵
Ⅱ
藤
井
直
雄
美
、

副
部
会
長
Ⅱ
金
子
ひ
ろ
み
、
会
計
Ⅱ
児
玉

徳
美
、
監
事
Ⅱ
大
内
佳
子

〆?、

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
、

◎
Ｃ
Ｏ
ｃ
ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ｅ
 

部
包
い
今
年
度
の
活
動
内
容
を
話
し
合
う

性
シ
集

函
女
山
の
４
月
お
曰
、
‐
Ｊ
Ａ
中
標
津
農
業
農
村
交
流
施
設
・
ク
レ
エ
に
て
お
人
参
加
の

・
フ
も
と
、
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
集
い
（
総
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

己｡回已｡ ■｡｡⑨ＤＬ ロ。｡□ Ｉ ”［ 

こ
の
集
い
で
は
、
今
年
腱
の
柄
動
計
而

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
６
月
３
．
４

Ⅱ
で
北
見
方
獅
へ
宿
油
研
修
を
行
う
こ

と
や
文
化
活
動
日
程
な
ど
を
決
め
、
終
了

後
は
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
で
昼
食
会
。
た

く
さ
ん
の
美
味
し
い
料
理
・
デ
ザ
ー
ト
と

お
し
ゃ
べ
り
で
楽
し
い
時
間
を
過
し
交
流

を
図
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
度
の
行
葉

会
長
は
、
侯
落
地
腫
・
渡
辺
フ
ク
子
（
再
任
｝

さ
ん
に
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
集
い
で
は
、
午
前
中
は
乳
製
品

を
使
っ
た
お
菓
子
「
チ
ー
ズ
タ
ル
ト
」
作

り
で
部
貝
間
の
交
流
を
図
り
、
午
後
か

ら
は
、
今
年
度
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
単
独

蛎
業
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
Ⅲ
た
意
見
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
絞

り
だ
し
、
６
，
隔
日
に
浜
中
の
フ
ァ
ー
ム

デ
ザ
イ
ン
ズ
ヘ
Ｕ
帰
り
研
修
を
企
画
す

る
ほ
か
、
ソ
ー
セ
１
ジ
作
り
、
ス
ポ
ー
ツ

交
流
の
ほ
か
、
今
年
度
は
新
た
に
ｕ
月

言葉会の集い

４
月
巫
曰
、
ト
ー
ヨ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
旧
人
参
加
の
も
と
、
青
葉

会
の
集
い
（
総
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
・
文
化
活
動
の
日
程
を
決
定

厄べ

肥
～
肥
日
で
津
別
～
阿
寒
加
予
定
の
宿

油
研
修
を
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部

会
長
は
、
武
佐
地
区
・
清
原
朱
美
さ
ん
に

決
定
し
て
お
り
ま
す
。 露

■Ｉ 

川,’
ロ

； 

円

Ｉ ｂ可
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ジペの菫
員
年

仏座，冊
ア
ー
型
。
｜
過
性
の
事
業
で
は

な
く
、
教
育
現
場
と
と
も
に
話

し
合
い
を
持
つ
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
や

い農元い業を供し向年業の徒習場氏小
た業の．詩持たてけ部の教を（こかを学
い体小Ｊのつちくてで話育指つら講校
が験学ＡＩ筋てがれの収を現導い見師教
、を校背力も食まアリ踏場してたに諭
企行と年がらとしド組まかて￣農、の
llhiつ述部火う膿たバむえらい、業三佐
捉て樵にかにに。イ食て兇〈ｎ体教野
案もしはせは関一ス青、たＬＩｌら験育浩
ツらて地な腿心子を（こ11；腱で生学現志

地
元
の
小
学
校
と
連
携
し
て
、
農
業
体
験
を
行
い
、

函
生
菌
数
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

農
業
体
験
を
終
え
た
後
も
お
互
い
が
つ
な
が
る
仕
組
み
を
函
●
第
百
根
室
地
区
農
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
通
常
総
会

北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会
●
第
弘
回
定
期
総
会
に
参
加
し
て
。
…
二
ｈ
ゴ
く
一
圖
一
…
’
一
一
割
ご
ｉ
Ｅ
ｉ
〃
…
一
；
雪
ブ
４
１
…
…
ミ
ー

毎
年
、
総
会
に
先
立
っ
て
行

わ
れ
る
ｊ
Ａ
北
海
道
青
年
部
堕

研
修
会
で
は
、
札
幌
市
立
緑
斥

平
成
巾
年
４
月
５
日
に
ｊ
Ａ
道
胄
協
の
第
弘
回
定
期
総
会
が
札

幌
共
済
ビ
ル
で
開
か
れ
、
今
年
は
青
年
部
を
代
表
し
て
藤
原
副
部

長
と
私
の
２
人
が
出
席
し
ま
し
た
。'､札t ull9tFfUO帆

ＴＩ ＝こ＝＝＝＝＿nUL

oifWi撫繼｢lill‘
！‐１W善’
’壷ルユー

曇鍵&…

る
と
農
へ
の
関
心
が
高
ま
る
の

で
は
」
と
い
う
意
見
で
し
た
。

つ
づ
い
て
逆
青
協
平
成
脂
年

度
の
年
間
取
り
組
み
が
紹
介
さ

っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
参

加
し
た
子
供
に
対
し
て
、
体
験

後
の
炎
現
の
場
を
作
っ
て
あ
げ

￣ 

-コ ~ 
－－ 

2二．￣、

長▽はけ１低にの友織部話るれえしと度淵みたをョ部道れ
・文なてつ金つ実を強組題青にろ全たもの告上意朗一貝かた

蝿蝋蝿鰹馴jM馴蝿。一計文平思、ＪがＯ定

Ii鰹再キ温挫上鰄ハム鯛禦ｉｌｌｉ雛溺艤矧
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区たい現すあか利加でＡツ論組織さ予成の長に織しのは
支・の（こがりけ融入、青卜に織もれ算１７事が込綱た青、
部で向、、￣資Mil組イドのな離抱ま案年業読め領・イ１２全
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均さ低友繭共
がれく平数励恨総
Ｏ、抑均、会室会
.生えの体実地の
３３菌ら数細施区前
万数れ値胞要農段
個のたがに領青、
と部単年つに協平
８で組問い則乳成
瀬はが通てり質１６
組年表し、、改年
''１平彰て盟生善度

根
室
地
区
農
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
の
第
弘
回
通
常
総
会
が
４

月
亟
曰
、
根
室
農
業
会
館
で
開
か
れ
、
来
賓
と
盟
友
合
わ
せ
て
卯

余
人
が
、
平
成
打
年
度
の
事
業
計
画
指
針
に
掲
げ
ら
れ
た
ｊ
Ａ
根

室
地
区
青
協
の
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
～
始

め
よ
う
新
た
な
農
業
の
た
め
に
～
」
の
も
と
に
一
堂
に
会
し
ま
し

た
。

Ｐ、

１
番
低
か
っ
た
当
農
協
宵
年
部

が
鮫
優
秀
表
彰
さ
れ
、
体
細
胞

部
門
で
も
旭
・
別
刀
個
で
３
位

に
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
メ
ッ

セ
ー
ジ
表
彰
で
は
、
３
年
連
続

の
優
勝
こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
、

優
秀
賞
を
受
け
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
新
Ｊ
Ａ
背
年
組

織
綱
領
を
朗
唱
し
、
農
業
青
年

組
織
の
あ
る
べ
き
姿
を
確
認
し
、

平
成
旧
年
度
の
事
業
・
収
支
報

告
、
平
成
汀
年
度
の
嚇
業
計
阿

な
ど
を
満
場
一
致
で
承
認
し
ま

し
た
。
役
只
の
改
選
で
は
会
長

に
北
村
篤
氏
（
計
根
別
「
副
会

長
に
江
崎
真
澄
氏
（
西
春
別
）
・

佐
々
木
大
輔
氏
（
中
標
津
）
、

監
醗
に
三
シ
木
正
己
氏
（
根
室
）
・

高
橋
学
氏
（
中
春
別
｝
を
選
出
し
、

新
体
制
で
望
む
平
成
灯
年
度
の

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

７ＪＨＡｊＶ'ＶｐｌＳＨｌＢＥ７ＦＵ 



犀
動静纏禽

■』霞
■
■
■
■
■
■
■
■
７
』４ の 決
議
事
項

１
．
第
記
回
通
常
総
会
開
催
日
程
と
提
出

議
案
に
つ
い
て

２
．
総
会
提
出
決
算
関
係
書
類
の
監
事
へ

の
提
洲
に
つ
い
て

３
．
自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

４
．
共
済
課
渉
外
担
当
者
使
用
車
両
の
リ

ー
ス
契
約
更
新
に
つ
い
て

５
．
各
種
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

６
・
指
導
農
業
士
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て

７
．
桜
ヶ
丘
給
油
所
連
続
洗
車
機
の
導
入

に
つ
い
て

８
．
給
油
所
タ
イ
ャ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
の
リ

ー
ス
契
約
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
・
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
ホ
ー
ム
の
賃
貸

回
理
事
会
の
経
過
報
告

１ 

１燭…職員歓送迎会

４(月)…地区役員推せん会議

５㈹…融資協議

生食加工委員会

種子委員会

６㈱…棚卸精査

馬鈴薯振興会役員会

７㈹…女性部第１回三役会議

８㈱…食品加工交流部会役員会

９㈹…だいこん.ブロッコリー栽培

講習会

ヘルパー組合監査

青年部監査

１１個)…融資協議

1300…女性部第１回役員会議

１４㈹…ヘルパー利用組合役員会

開
催
月
日
平
成
打
年
４
月
即
日

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室借
契
約
に
つ
い
て

２
・
中
標
津
町
農
協
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ

Ｅ
）
対
策
本
部
機
構
同
の
変
更
に
つ
い

て

３
・
中
標
津
町
農
協
家
畜
伝
染
病
淘
汰
互

助
会
収
支
決
算
に
つ
い
て

４
．
平
成
旧
年
度
生
乳
生
産
状
況
に
に
つ

い
て

５
・
平
成
超
年
度
乳
質
改
善
共
励
会
の
結

果
に
つ
い
て

６
．
平
成
旧
年
度
酪
農
生
産
基
盤
改
善
支

援
対
策
事
業
実
績
に
つ
い
て

７
．
平
成
旧
年
度
生
食
・
加
工
・
種
子
馬
鈴

薯
販
売
状
況
に
つ
い
て

８
・
平
成
岨
年
度
肉
牛
生
産
セ
ン
タ
ー
飼

養
管
理
状
況
に
つ
い
て

９
．
購
買
未
収
金
の
回
収
状
況
に
つ
い
て

〆､

１５鰯…地区推せん会議

,６㈹…第１回生産委員会

第１回営農委員会

１８㈲…和牛生産振興会役員会

第１回管理購買委員会

第２回全体推せん会議

協和地区利１１１組合総会

武佐西部利用組合総会

１９㈹…酪農セミナー

２０㈱…第１回理事会

２１㈹…青年部総会

決算監査～２６日

２３(1)…中山間監査

２５(月)…てん菜振興会役員会

２６㈹…農協酷対役員会

熟年会役員会

中標津集落委員会

生食加工委員会

２７００…営腿協議

女性部役員会

２８㈱…てん菜振興会全体会議

生食加工委員会

ヘルパー組合通常総会

中山間次期対策委員会

農協総合共進会代表者会議

青色申告会総会

、「

ATMの利用制限 ５月２Ｂより金融庁な

ど行政機関の指導により、

全道のＪＡバンクにおき

まして、偽造キャッシュ

カード被害防止対策とし

て「ＡＴＭ(現金自動支払

機)の「お引き出し」「お

振込み」「お振り替え」

は、１曰あたり１００万

円まで』と全道一律に支

払い制限することとなり

ました。

いまだに被害の報告・

報道がされております「オ

レオレ詐欺」「かたり詐

欺」などに対する、お害

様の預金保護と被害拡大

防止のための措置として、

ご理解とご協力をお願い

いたします。

について

｣Aバンク,金融課より

Ｐ 

皆奮霧の大切な貯霊を
識守りする花めに。

*半ｼ9ロユカー１回ＥＥ早全Uごzl1UHW胆jEくた』○旧

:ibH端W胃HilWI鰹:織閨:W:#綿騒R懸函
丑翻ＦＥｍＵＦｍ己邑と■わ■白し＝Tb
o函ロ瓢ｼ率心且正冨U､]される1ｍ)mHp81は.討oﾂPﾕｶｰﾄﾞのｎ
Ｘｍｍとｕ、唖己ロ河種さ､ひょう力、めし正弘
ｏ$キゾシユカードCDｎ円や印画と同伍大西なし。石迅nJ.､日立1ｍを｡に
いし二丁，

ＪＡバンク

し 」

ＬＡノＷｌＫＡＳ/ＷＥＢ懇ＵＳ



蟻
Ｆｕ －m￣可

掲示板
￣ 

中
標
津
町
４
日
ク
ラ
ブ
の
Ｔ

成
灯
年
度
総
会
が
４
月
昭
Ｒ
、

中
標
津
合
同
庁
舎
会
議
室
で
開

会
費
値
上
げ
な
ど
承
認

中
標
津
４
エ
ク
ラ
ブ
定
期
総
会

イベント情報風公募･売り

買いなど､組合員の便利
な掲示板として皆様から
のI情報をお待ちしており
ます。

ベント情報風公募。

Ｌ 

」

か
れ
ま
し
た
。
冊
頭
の
挨
拶
で

林
直
樹
会
長
は
「
勉
強
会
的
な

事
業
を
強
化
す
る
と
い
う
こ
と

を
掲
げ
て
嚇
業
計
剛
を
立
て
た

が
、
思
う
よ
う
に
行
え
な
か
っ

た
こ
と
を
反
肯
し
て
い
る
。
ｎ

分
が
上
に
市
つ
こ
と
で
、
作
業

を
す
る
時
、
会
議
を
行
う
時
、
人

が
集
ま
ら
な
い
と
何
も
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
、
一
人

一
人
の
亜
任
の
坂
さ
を
知
る
こ

と
が
出
来
た
。
今
年
度
は
次
期

会
長
を
後
ろ
か
ら
支
え
て
活
動

に
参
加
し
て
い
き
た
い
」
と
一
年

間
の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

議
禰
に
入
り
、
平
成
旧
年
度

の
製
業
・
決
算
報
告
、
灯
年
度
の

班
業
計
画
で
は
全
道
行
年
盤
業

者
会
議
の
川
穐
が
平
成
昭
年
ｌ

川
究
、
、
妬
Ⅲ
で
開
か
れ
る
と

伝
え
ら
れ
、
管
内
４
Ｈ
連
協
負

担
金
の
贈
加
の
た
め
会
蛮
を
１

万
Ⅲ
に
す
る
な
ど
の
議
案
が
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

新
役
員
の
選
出
で
は
、
下
記

の
と
お
り
選
出
さ
れ
、
新
体
制

で
の
事
業
展
開
を
行
う
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。

▽
会
長
兼
管
内
理
郡
Ⅱ
高
鵬
敦

志
、
躯
務
局
長
〈
両
｝
Ⅱ
中
木
脇

幸
、
監
事
Ⅱ
林
頂
樹
、
管
内
理
事

Ⅱ
級
坂
直
俊
、
管
内
理
率
兼
近

迎
派
遣
（
再
）
Ⅱ
中
司
桁
也

0碩司

'１１と便もい求れきれいな｜ろ辿多組承貝委算平成津会’

1蝋l鱗｣蝿
トの￣利後と要さ大さといパす、が光、役、丁、斗乙標総パ
'画いり今たのたの遊興てル収り川重れ、lfmiiilW)i畷沁

＝ 

新
代
議
員
・
監
事
を
選
出

中
標
津
町
農
協
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
組
合
通
常
総
会

箙れり理た厳つ律て’'１填対をiiliT資の

鰄籠蛎繍
灘雛鰯Iil蕊
迄氏ｌＩ１と貝までを''１かでを１にTi1iれ態
一、さな・しの行標け、補業と接、洲

三,雲霧ＩｉｌｌＩｌｉ１曇l11ii1i鍵
Ｚ可

１ 
戸

1V 
Ｌ 

Ｌ 箒
区」

Ｅ:鯖

＆ 

､臺薑篝

》Ｉ

（ 

【新代議員】任期バド成１７年度～20年腰 同
組
合
の
ヘ
ル
パ
ー
取
業
が

始
ま
っ
て
以
来
の
監
事
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
千
葉
清
派
氏
、

白
築
政
博
氏
は
長
い
間
ご
苫
労

様
で
し
た
。

な
お
、
農
協
か
ら
の
卵
戦
・

慌
伽
に
つ
い
て
は
６
月
の
総
会

終
了
後
に
進
出
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

地区氏名

当幌摘村稔･筒ﾌﾞ|:辰也･竹村聡３人

｢|’標津武H1健治･佐藤久見･而橘倣行･艘坂尚久･迎田尚弘５人

武佐真野光iWi･佐藤博嵩･''１條勇一･門馬正志･ルレ|隆二５人

|ﾙ１陽斉藤和広･櫻井寿夫･''１本信幸３人

侯落秋|||久雄･上ケ烏利春･笠原康博･鷲見健・111沢進司５人

第２俣落横Ⅱ1F秋･竹下耕介･尾１１１術広太郎･杉本和玄･萩原秀雄５人

俵橋金子安一･名越優･'１下芳昭･奥野勇一４人’

９．ﾙljMAKQ4lSHIBE7XSU 

地区 氏名

:'１１幌 摘村團稔･筒ﾌﾞ|:辰也･竹村聡３人

１１’標津 武|[|健治･佐藤久見･而橘倣行･艘坂尚久･迎[{|尚弘５人

武佐 真野光f：ｉ 佐藤博葛･''1條勇一･門馬派志･ル]>|隆二５人

|ﾙ１陽 青)傑和膜 櫻井寿夫･''１本儒幸３人
俣落 秋lll久雄 '三ケ)研Ⅲ巻･笠原仏i〔隙･鷲見健・111沢進司５人

第２俣落 M1Ⅱ1F秋 竹下耕介･尾111術広太郎･杉本和玄･萩原秀雄５人

俵橘 金ｺﾞｰ安一･名越優･’１下芳昭･奥野勇一４人



ある詩 Ｗｅｂ 

ｌ舎自の定休日
■ 

聯
真
下
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
ご

覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
あ

る
る
」
を
上
手
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
情
報
と
し
て
、
今
Ｒ
・
川

口
の
チ
ラ
シ
の
内
容
。
入
居
さ

れ
て
い
る
テ
ナ
ン
ト
の
お
得
な

情
報
や
入
Ⅱ
の
出
店
期
間
情
報

2005噸4偶 Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
店
（
あ
る
る
）
の
Ｈ
Ｐ
「
あ
る
る
Ｗ
ｅ
ｂ
」

が
４
月
１
曰
か
ら
運
用
開
始
さ
れ
て
い
ま
す

曰月火水木金±
１２Ｊ 

ｎ用５６７Ｂ９

lＯＩＩ１２１３１０ｔＵ５１６ 
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な
ど
の
ほ
か
セ
ー
ル
情
報
な
ど

も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
月
１
日
か
ら
営
業

時
間
を
午
前
９
時
卯
分
か
ら
午

後
７
時
釦
分
ま
で
と
し
て
営
業

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

OPDFは印Ｈ１してご豆になるのに題しﾉｰ形式でＴ
ＤＦｎ国nは間竹寸･ろのに通した診式です 鰹の船慧蕊

i霧鍵灘
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過
去
に
ホ
ク
レ
ン
が
取
り
組

ん
で
い
た
、
北
海
道
か
ら
の
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
以
ド
Ｎ
Ｚ
｝

研
修
受
け
入
れ
先
農
場
と
し
て
、

皿
人
の
受
け
入
れ
を
行
な
っ
て

き
た
ス
チ
ィ
ブ
ン
ソ
ン
氏
の
家

族
ら
が
、
来
遊
し
、
道
束
を
中

心
と
し
た
道
内
各
地
か
ら
９
人

が
、
Ｎ
Ｚ
で
の
経
験
を
な
つ
か

し
ん
で
集
ま
り
ま
し
た
。

開
陽
の
鈴
木
修
氏
も
そ
の
中

の
１
人
。
海
外
派
遣
２
回
生
と

し
て
、
即
歳
の
頃
に
６
カ
月
間

滞
在
し
ま
し
た
。
今
回
、
来
道

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら

の
懐
か
し
い
お
宮
さ
ん

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
と
る
べ
ル
マ
ー
ク
の
収
集
と
イ
ン

い
う
報
告
と
淳
輿
も
見
せ
て
も
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
の
便

ら
っ
た
。
大
変
懐
か
し
い
し
、
川
済
み
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
メ
Ｉ

う
れ
し
い
ひ
と
時
だ
っ
た
」
と
カ
ー
Ⅱ
エ
プ
ソ
ン
用
、
キ
ャ
ノ

洲
時
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ン
用
）
、
レ
ー
ザ
ー

プ
リ
ン
タ
ー
の
ト
ナ

。
：
：
：
。
．
．
．
．
．
．
：
：
：
：
：
．
。
；
．
⑪
－
部
分
の
使
川
済
み

●
 

辮議》騨三醗耀
皿明卿皀雛征腫冠罫藏臓蠕蕊噸持ちよ
●
 ●
●
●
Ｑ
●
●
■
Ｄ
Ｃ
●
Ｄ
Ｑ
Ｄ
Ｑ
■
Ｃ
Ｑ
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●

し
た
の
は
、
お
世
話
に
な
っ
た

ス
チ
ィ
ブ
ン
ソ
ン
家
の
子
息
で

当
時
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
通
っ

て
い
た
ベ
ア
リ
ー
氏
と
婦
人
、

お
隣
さ
ん
の
マ
ッ
ク
ス
チ
ャ
ー

ム
リ
ー
夫
妻
の
４
人
。

鈴
木
氏
に
よ
る
と
、
「
研
修

生
と
し
て
渡
っ
た
の
は
、
確
か

詔
年
前
。
当
時
２
５
０
頭
を
飼

養
す
る
農
場
で
、
’
一
一
一
、
葉
が
な
か

な
か
通
じ
な
い
中
で
、
辞
秤
と

身
振
り
手
振
り
で
四
苦
八
苦
し

た
。
ベ
ア
リ
ー
氏
は
、
そ
の
時

の
記
憶
以
来
な
の
で
、
ず
い
ぶ

ん
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
私

が
お
世
話
に
な
っ
た
、
ド
ン
氏

は
釦
歳
に
な
る
年
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
と

い
う
報
告
と
淳
輿
も
見
せ
て
も

ら
っ
た
。
大
変
懐
か
し
い
し
、

う
れ
し
い
ひ
と
時
だ
っ
た
」
と

舟
時
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ト

にＩ

武
佐
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ

り
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

ベ
ル
マ
ー
ク
商
品
に
つ
い
て
い

武
佐
小
中
学
校
の
取
り
組

み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

罰

〃ｌｊＷ１Ｋ}1ｓﾉﾌﾞＩＢＥ７びり１０
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今
年
も
ｊ
Ａ
中
標
津
直
売
店
『
ミ
ル
ク
の
里
』
が
桜
ヶ
丘
Ｓ
Ｓ

隣
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

販
売
品
目
は
、
ソ
フ
ト
ク
リ

こ
の
ほ
か
に
も
ｊ
Ａ
中
標
津

－
ム
ー
２
５
０
Ｎ
・
ト
シ
ピ
ン
の
乳
製
品
を
各
種
取
り
揃
え
て

グ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
各
種
Ⅱ
３
お
り
ま
す
。

０
０
円
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
各

ま
た
、
今
年
度
は
、
花
の
苗

種
Ⅱ
２
５
０
川
・
い
も
も
ち
｛
２
も
売
り
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

脚
ｌ
串
｝
Ⅱ
１
５
０
川
で
販
売
ぜ
ひ
『
ミ
ル
ク
の
里
』
に
足
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
｛
上
記
運
ん
で
み
て
下
さ
い
。

す
べ
て
税
込
み
）

ミ
ル
ク
⑩
星
動
Ⅲ
ブ
ン

〆･可

Ｚ 

、、へ
料金（）は
70歳以上の
方の料金です 纒鱈

対象 内容

生活習慣病
身長､体重､体
脂肪率測定、
問診､nLE測定、
尿･'111液検査、
心電図検査、
診察

生
活
習
悩
病
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

基
本
健
康
診
査
で
血
液
の
サ
ラ
サ
ラ
具

合
が
わ
か
り
ま
す
の
で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

釦
歳
以
ｋ
の
方
で
中
標
津
町
に
住
民

票
が
あ
り
、
職
場
で
健
診
を
受
け
る
機

会
の
無
い
方
（
私
た
ち
農
業
者
は
該
州

し
ま
す
）
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

健
診
は
毎
年
受
診
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
し
ば
ら
く
受
診
し
て
な
い
刀
は

も
ち
ろ
ん
、
昨
年
受
診
し
て
「
異
常
な
し
」

中
標
津
町
が
行
っ
て
い
る
基
本
健
康

診
査
と
が
ん
検
診
の
ご
案
内
で
す
。

2,100円
(１，０００円）

基本健康診査

バリウム検査
※胃がん検診
を受ける方は
IjiF1の夜１０時
以降は一切飲
食できません。

３０歳以上
(昭和50年以前に
'kまれた方）

胃がん検診 1,40011］ 
（70011） 【

４

胸部レントゲ
ン撮影､必要者
はⅡ客痩検査

４００１リ
(200円）

肺がん検診

500円
(２００円）

大腸がん検診 便潜Ⅲ検査

①昭和'0.15.20.
25.30.35.40年
生まれの方②過
去に肝機能障害を
指摘されたことの
ある方③過去に
大きな手術や妊娠・
出産で大量の出I[［
したことのある方

の
判
定
だ
っ
た
方
も
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

左
記
料
金
に
対
し
農
協
よ
り
半
額
助
成

を
行
い
ま
す
。

肝炎ウイルス
検診
※基本診査と
一緒にお申し
込み下さい

日
時
・
平
成
Ⅳ
年
６
月
９
日
～
旧
ｕ

申
し
込
み
受
付
・
午
前
７
～
、
時
、

午
後
１
時
（
胃
が
ん

検
診
は
午
後
な
し
）

場
所
・
中
標
津
町
牒
健
セ
ン
タ
ー

｛
束
７
北
３
）

▽
詳
細
・
受
付
に
つ
い
て
は
、
５
月
窮

Ｒ
ま
で
に
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
。
成
人
保
健
係
７
２
－
２
７
３
３

６００円

対象外の方
は1,79011］
(実蛮)負担
となります

、液検在
ＨＢＳ抗原検査
HCV抗体検査

エキノコック
ス症検診

１９歳以上(5年毎） 血液検布 無料

４００円

(200円）
lllil部レントゲ
ン搬彩

結核検診 ６５歳以上

１１JP1jVAK2glSH7B直7:５℃

対象 内容
料金（）は
70歳IⅡ上の
方の料金です

基本健康診査

胃がん検診

肺がん検診

大腸がん検診

３０歳以上

(昭和50年以前に
'kまれた方）

身長､体重､体
脂肪率測定、
問診､nLE測定、
尿･'111液検査、
心電図検査、
診察

査診は時飲・蠅蹄熾卿鋤》リ胃受日降で（※を前以食 夜
は一切飲
ません。

胸部レントゲ
ン撮影､必要者
は'1客痩検査

便潜Ⅲ検査

２，１０()1'１ 
(１，０００１１J） 

1,40017］ 
(7001『1）

4001Ｈ１ 
(200円）

5001[］ 
(200円）

肝炎ウイルス
検診
※基本診査と
一緒にお申し
込み下さい

①昭和'0.15.20.
25.30.35.40年
生まれの方②過
去に肝機能障害を
指摘されたことの
ある方③過去に
大きな手術や妊娠・
出産で大:股の出Ⅲ［
したことのある方

、液検在
ＨＢＳ抗原検査
IlCV抗体検査

6001'］ 

対象外の方
は1,79011］
(実費)負担
となります

エキノコック

ス症検診
１９歳以上(5年毎） 血液検査 無料

結核検診 ６５歳以上 '''V部レン|､ゲ
ン搬彩

４００１１１ 

(200円）
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「可
ノー

●2005年５月行事予定
酪農セミナーの中て、話題提供された「フ

ラッシュ」という糞尿処理の方法につい

てどのような手法のものかをお管えくだ

さい。

１（日）…

201)… 

3㈹…

４㈱…

５，０… 

６㈱…

７㈹…

８個)…

９(月)…会計検査～’1日

,。㈹…熟年会総会

,，㈹…第２同理事会

,２㈹…園芸市～'３日

あるる定休日

１３㈲…

１４(f)…農協略対総会

中標津地区集落総会

乳検組合総会

１５⑧… 

１６(月)…

１７００… 

１８㈱…

１９００… 

２０勘…

①集められた糞尿に対して複数枚の大型のレンズにより

光を集めて、強制的な発酵を促す糞尿処理手法。

②コンクリート盤面の上に溜まった糞尿を水の勢いによ

り流し出す糞尿処理手法。

③集められた糞尿を熱と光により一気に炭化させて燃料

に再生する糞尿処理手法。
〆亀

④光のエネルギーによって、牛床にたまった糞尿の雑菌

を死滅させて牛床を清潔に保つ糞尿処理手法。

４月居の回筥も抽選がありませんでしたので、次号の

抽選者も畑営農部長です。

２１㈹…

２２⑥…根室管内Ｂ＆Ｗショウ

２３(月)…

２４㈹…

２５㈱…

260ｳ… 

２７㈱…

２８(1)…全道Ｂ＆Ｗショウ～29Ｅ

２９⑧)… 

３０(月)…地区別懇談会

３１㈹…地区別懇談会

9つ０ 
｡ ｡ 

fF氏

Ｃ・
q 

Ａ 

、
〆

４
月
号
の
こ
た
え
・
４
月
二
の
問

題
は
、
下
の
②
．
⑥
．
⑩
の
ふ
つ
う

の
一
一
一
一
こ
い
方
に
対
応
す
る
丁
寧
な
一
一
三
い

万
を
答
え
て
く
だ
さ
い
と
い
う
も
の

で
し
た
。
カ
ッ
コ
の
中
が
答
え
で
す
。

②
す
み
ま
せ
ん
が
（
お
そ
れ
い
り
ま

す
が
、
お
手
数
で
す
が
）
、
⑥
い
い

で
す
（
承
知
い
た
し
ま
し
た
、
け
つ

こ
う
で
一
ｓ
、
⑩
き
て
く
だ
さ
い
（
お

い
で
く
だ
さ
い
、
お
越
し
く
だ
さ
い
）

正
解
率
が
高
ま
る
よ
う
に
答
え
が
２

つ
あ
る
も
の
を
問
題
に
い
だ
し
ま
し

た
が
、
②
の
「
す
み
ま
せ
ん
が
」
と

③
の
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
い
う
部
分

で
答
え
が
載
っ
て
い
る
だ
め
に
逆
に

引
っ
掛
け
問
題
の
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
、
②
の
答
え
を
「
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
」
と
い
う
答

え
に
し
だ
万
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

だ
。
な
か
な
か
思
惑
ど
お
り
に
は
、

い
か
な
い
も
の
で
す
ね
。

さ
て
、
応
募
さ
れ
だ
５
人
中
３
つ

と
も
正
解
さ
れ
た
万
は
い
ま
せ
ん
で

し
だ
が
、
正
解
数
が
多
か
っ
た
当
幌

の
筒
井
美
幸
さ
ん
を
当
選
者
と
い
だ

し
ま
す
。
あ
め
て
と
一
ヨ
」
ざ
い
ま
一
乳

４月号の

こたえ

［ ’ 

bZAハルｆｌｋ八SＨＩＢＥＪｍＪ１２


